
●
新
た
な
挑
戦
に
挑
む
ま
で

今
回
の
英
国
留
学
は
二
回
目
に
な
る
。
一
回
目
の

留
学
で
は
、
大
学
四
年
生
の
前
期
に
、
ロ
ー
タ
リ
ー

財
団
国
際
親
善
奨
学
生
と
し
て
、
エ
セ
ッ
ク
ス
大
学

に
約
八
カ
月
間
留
学
し
た
。
財
団
と
関
連
す
る
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
や
ス
ピ
ー
チ
な
ど
様
々
な
親
善
活
動
を
行

う
一
方
で
、
エ
セ
ッ
ク
ス
大
学
で
は
正
規
の
学
生
と

同
様
、
受
講
す
る
コ
ー
ス
を
選
び
、
講
義
や
授
業
に

参
加
し
た
。
二
学
期
目
に
、
応
用
言
語
学
の
コ
ー
ス

で
実
証
研
究
を
行
う
こ
と
が
課
題
と
し
て
出
さ
れ
た
。

一
番
苦
労
し
た
課
題
だ
っ
た
。
当
時
の
私
に
は
、

フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
実
施
方
法
や
、
質
的
・
量
的
デ
ー

タ
解
析
に
必
要
な
知
識
が
十
分
に
備
わ
っ
て
お
ら
ず
、

毎
日
必
死
に
本
を
読
み
、
コ
ー
ス
担
当
の
先
生
と

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
重
ね
た
。
何
と
か
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
た
も
の
の
、
充
実
感
と
い
う
よ
り
、
物
足
り

な
さ
だ
け
が
残
っ
た
。
研
究
方
法
論
や
応
用
言
語
学

の
先
行
研
究
に
つ
い
て
本
格
的
に
学
び
た
い
と
い
う

気
持
ち
が
出
て
き
た
た
め
だ
と
思
う
。

佐
賀
大
学
へ
の
復
学
後
、
所
属
し
て
い
た
ゼ
ミ
の

先
生
に
「
学
術
的
な
こ
と
を
本
格
的
に
学
ん
で
い
き

た
い
で
す
。」と
、
進
路
相
談
を
し
た
。
そ
の
時
、
英

語
圏
の
大
学
院
に
て
修
士
号
を
取
得
す
る
こ
と
、
そ

れ
に
向
け
、
文
部
科
学
省
「
大
学
教
育
の
国
際
化
推

進
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
長
期
海
外
留
学
支
援
）」（
以
下
、

長
期
海
外
留
学
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
に
申
請
す
る
こ

と
と
い
う
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
無
理

か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
が
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

大
学
の
応
用
言
語
学
・
第
二
言
語
習
得
研
究
（M

as-

ter
of

Science
in

A
pplied

Linguistics
and

Second
Language

A
cquisition

）
と
い
う
修
士
課

程
に
出
願
し
た
。
同
時
に
、
文
部
科
学
省
の
長
期
海

外
留
学
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
申
請
し
た
。
そ
れ
か

ら
二
カ
月
後
、
文
部
科
学
省
で
の
最
終
面
接
の
前
に
、

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
よ
り
入
学
許
可
と
な
る
合

格
通
知
が
届
い
た
。
残
る
は
奨
学
金
の
獲
得
で
あ
っ

た
。
緊
張
感
高
ま
る
中
、
面
接
試
験
に
挑
ん
だ
。
オ
ッ

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
か
ら
の
合
格
通
知
の
お
か
げ
で
、

面
接
で
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
が
一
つ
増
え
、
自
信

に
つ
な
が
っ
た
。
結
果
は
「
合
格
」
だ
っ
た
。
奇
跡

が
二
度
起
き
た
よ
う
だ
っ
た
。
た
だ
、
こ
れ
ら
二
つ

の
合
格
を
得
る
ま
で
の
過
程
は
、
苦
労
と
忍
耐
の
連

続
で
あ
っ
た
。
私
に
は
固
い
決
意
は
あ
っ
た
が
、
一

人
で
は
決
し
て
こ
の
よ
う
な
結
果
に
は
結
び
つ
か
な

か
っ
た
と
思
う
。
佐
賀
大
学
の
先
生
方
や
家
族
や
友

人
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
実
現
で
き
た
の
だ
と

確
信
し
て
い
る
。
新
た
な
挑
戦
に
挑
む
機
会
を
与
え

て
い
た
だ
い
た
方
々
に
は
心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
。

●
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
へ

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
は
三
八
の
カ
レ
ッ
ジ
か

ら
成
っ
て
お
り
、
学
生
は
学
部
や
研
究
科
の
他
に
、

必
ず
一
つ
の
カ
レ
ッ
ジ
に
所
属
す
る
こ
と
に
な
る
。

私
は
ウ
ス
タ
ー
カ
レ
ッ
ジ
（W

orcester
C

ollege

）

に
所
属
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
第
一
希
望
の
カ
レ
ッ

ジ
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
決
定
は
嬉
し
か
っ
た
。
湖

と
芝
生
に
囲
ま
れ
る
自
然
豊
か
な
カ
レ
ッ
ジ
で
あ
り
、

学
部
生
約
四
二
〇
名
と
大
学
院
生
約
一
九
〇
名
が
在

籍
す
る
。
在
学
中
は
、
カ
レ
ッ
ジ
指
定
の
寮
に
滞
在

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
二
〇
〇
七
年
の
九
月
中
旬
に

渡
英
し
、
空
港
か
ら
寮
に
向
か
っ
た
。
九
月
下
旬
は
、

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
イ
ン
ダ
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
参
加
が
続
い
た
。
修
士
課
程
の
仲
間
や
同
じ

カ
レ
ッ
ジ
の
メ
ン
バ
ー
と
知
り
合
う
機
会
に
恵
ま
れ

た
。
友
達
が
増
え
て
喜
ぶ
一
方
で
、
会
話
の
速
さ
や
、

会
話
を
進
め
る
の
に
必
要
な
言
語
ス
キ
ル
の
レ
ベ
ル

の
高
さ
に
圧
倒
さ
れ
る
日
々
が
続
い
た
。
政
治
、
経

済
、
観
光
、
テ
レ
ビ
・
映
画
な
ど
様
々
な
話
題
に
お

い
て
高
レ
ベ
ル
の
言
語
ス
キ
ル
が
求
め
ら
れ
る
。
特

に
、
テ
ン
ポ
よ
く
英
語
を
話
す
こ
と
は
、
交
友
関
係

を
築
く
の
に
重
要
な
ス
キ
ル
だ
と
感
じ
た
。
発
話
が

遅
れ
る
と
、
他
者
が
入
り
込
み
次
々
と
発
言
し
、
自

分
抜
き
で
も
会
話
が
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
い
く
。
思
う

よ
う
に
（
欧
州
風
に
）
会
話
に
参
加
で
き
ず
、「
社

交
的
で
は
な
い
」「
意
見
を
持
っ
て
い
な
い
」「
英
語

が
話
せ
な
い
」
な
ど
、
消
極
的
だ
と
い
う
レ
ッ
テ
ル

を
貼
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
対
す
る
不
安
や
焦
り
を

感
じ
た
。

そ
こ
で
意
気
消
沈
せ
ず
に
、
前
向
き
な
姿
勢
を
貫

く
こ
と
が
大
事
だ
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
た
。
流
暢

さ
や
会
話
ス
キ
ル
に
お
け
る
言
語
の
壁
は
あ
っ
て
も
、

友
好
的
に
接
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
寮
で
は
、
台
所

の
み
を
他
の
六
人
の
寮
生
と
共
有
し
て
い
た
。
六
人

の
う
ち
五
人
は
イ
ギ
リ
ス
人
学
生
で
あ
り
、
も
う
一

人
は
ネ
イ
テ
ィ
ブ
並
み
の
英
語
を
話
す
ド
イ
ツ
人
学

生
だ
っ
た
。
当
時
の
ウ
ス
タ
ー
カ
レ
ッ
ジ
に
は
、
日

本
人
の
大
学
院
生
は
私
一
人
の
み
で
あ
っ
た
。
こ
れ

は
言
語
力
を
伸
ば
す
最
適
な
環
境
だ
と
思
っ
た
。
寮

生
活
に
は
す
ぐ
に
溶
け
込
む
こ
と
が
で
き
た
が
、
言

語
の
壁
が
完
全
に
取
り
除
か
れ
た
と
い
う
訳
で
は
な

い
。
う
ま
く
い
っ
た
の
は
、
相
互
理
解
が
あ
っ
た
か

ら
だ
と
思
う
。
私
の
積
極
的
か
つ
友
好
的
な
態
度
が

報
わ
れ
た
の
か
、
友
人
は
私
の
英
語
に
親
身
か
つ
辛

抱
強
く
耳
を
傾
け
て
く
れ
た
。
一
年
目
の
終
わ
り
に

は
、「
英
語
上
達
し
て
き
た
ね
。
最
初
の
頃
に
比
べ

て
速
く
正
確
に
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。」
と
、
温

か
い
言
葉
を
か
け
て
も
ら
っ
た
。
英
国
出
身
の
学
生

の
み
な
ら
ず
、
世
界
各
国
か
ら
の
留
学
生
と
の
交
流

も
語
学
力
上
達
へ
の
重
要
な
要
因
で
あ
る
と
思

う
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
全
体
の
学
生
数

（
二
〇
一
〇
年
五
月
現
在
で
二
〇
九
二
七
名
）
の
中

で
、
留
学
生
の
占
め
る
割
合
は
、
学
位
や
コ
ー
ス
に

も
よ
る
が
、
五
〇
〜
六
〇
％
に
も
及
ぶ
。
し
た
が
っ

て
、
世
界
各
国
か
ら
の
学
生
や
研
究
員
と
接
す
る
機

会
は
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
。
多
様
な
英
語
に
接
す
る

こ
と
で
、
母
語
話
者
と
は
異
な
る
自
ら
の
英
語
に
何

の
抵
抗
も
感
じ
な
く
な
っ
た
。
む
し
ろ
、
一
つ
一
つ

の
発
言
に
自
信
が
持
て
る
よ
う
に
な
り
、
発
話
の
際

の
語
彙
や
文
法
に
関
す
る
少
々
の
間
違
い
を
気
に
す

る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
。

●
修
士
課
程
か
ら
博
士
課
程
ま
で
の
道
の
り

修
士
課
程
で
は
、
特
に
忙
し
い
一
年
を
過
ご
し
た
。

一
年
間
は
三
つ
の
学
期
に
分
か
れ
て
い
る
。
最
初
の

二
学
期
間
は
、
学
期
中
（
各
八
週
）
に
授
業
を
受
け
、

冬
休
み
と
春
休
み
中
（
各
五
週
間
）
に
四
つ
の
エ
ッ

セ
ー
を
書
き
上
げ
る
こ
と
が
課
題
と
し
て
出
さ
れ
た
。

学
期
中
は
、
日
々
一
定
の
読
書
量
を
こ
な
す
こ
と
で

授
業
の
予
習
・
復
習
を
十
分
に
行
え
る
よ
う
目
指
し

た
。
時
に
は
、
平
日
に
思
う
よ
う
に
時
間
が
当
て
ら

れ
ず
、
週
末
に
ま
と
め
て
行
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
勉

強
を
し
て
い
な
い
と
落
ち
着
か
な
い
こ
と
す
ら
あ
っ
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た
。
競
争
心
か
ら
生
ま
れ
る
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
主
な

原
因
だ
っ
た
思
う
。
同
課
程
は
約
三
〇
名
の
学
生
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
授
業
中
は
、
積
極
的
に
意
見

を
述
べ
る
学
生
が
多
く
、
先
生
も
交
え
て
議
論
が
よ

く
盛
り
上
が
っ
た
。
私
も
建
設
的
な
意
見
や
質
問
を

述
べ
な
が
ら
、
議
論
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
た
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
自
ら
の
批
判
力
や
議
論
力
に
磨

き
が
か
か
っ
た
の
を
実
感
し
た
。
ま
た
、
議
論
の
最

中
に
発
言
を
控
え
る
こ
と
で
、「
受
身
に
な
り
過
ぎ

て
い
る
」「
集
中
し
て
い
な
い
」
な
ど
の
マ
イ
ナ
ス

な
印
象
を
与
え
な
い
よ
う
努
め
た
。
同
課
程
の
学
生

と
は
、
授
業
外
で
も
定
期
的
に
会
う
時
間
を
設
け
、

社
交
面
に
お
い
て
も
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

団
結
力
が
強
い
グ
ル
ー
プ
だ
と
感
じ
て
い
た
。
し
か

し
、
徐
々
に
互
い
の
競
争
心
が
見
え
隠
れ
し
て
い
る

の
が
感
じ
ら
れ
た
。
特
に
、
課
題
の
時
期
に
な
る
と
、

張
り
つ
め
た
空
気
が
漂
っ
て
い
た
。
エ
ッ
セ
ー
の
ト

ピ
ッ
ク
の
発
表
後
に
待
っ
て
い
る
の
は
、
図
書
館
に

あ
る
必
要
文
献
の
確
保
に
向
け
た
「
早
い
者
勝
ち
競

争
」
だ
っ
た
。
複
数
コ
ピ
ー
が
あ
る
文
献
で
あ
っ
て

も
、
そ
の
数
は
限
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
上
、
休
暇
前

に
貸
し
出
さ
れ
た
本
は
、
通
常
一
週
間
で
返
却
の
と

こ
ろ
、
休
暇
終
了
時
ま
で
約
一
カ
月
間
保
管
し
て
よ

い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
多
少
苦
労
す
る
こ
と

も
あ
っ
た
が
、
一
週
間
に
一
つ
の
エ
ッ
セ
ー
を
仕
上

げ
、
最
後
の
一
週
間
で
最
終
確
認
と
い
う
ペ
ー
ス
で
、

無
事
に
八
つ
の
課
題
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
精

神
的
な
限
界
を
感
じ
た
こ
と
も
あ
っ
た
過
酷
な
一
〇

週
間
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
三
学
期
目
に
な
り
、
修
士
論
文
研
究
の
た

め
に
、
日
本
人
成
人
英
語
学
習
者
と
イ
ギ
リ
ス
人
英

語
話
者
を
対
象
と
し
た
実
証
研
究
を
行
っ
た
。
異
な

る
条
件
で
の
英
語
の
語
彙
知
識
の
幅
と
深
さ
を
測
定

し
、
分
析
を
行
い
、
実
証
研
究
を
ま
と
め
た
。
本
研

究
は
学
術
誌「T

he
Language

Learning
Journal

」

に
掲
載
が
決
定
し
て
い
る
た
め
、
詳
細
は
そ
ち
ら
を

参
照
さ
れ
た
い
。

修
論
研
究
実
施
中
に
、
指
導
教
官
よ
り
、
次
年
度

に
行
わ
れ
る
研
究
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

Ｐ
Ｒ
Ｓ
（Probationer

R
esearch

Student

）
と

し
て
参
加
す
る
こ
と
を
勧
め
て
い
た
だ
い
た
。

Ｐ
Ｒ
Ｓ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
約
一
年
間
、
社
会
科
学

分
野
で
の
研
究
に
必
要
な
知
識
や
ス
キ
ル
を
磨
く
た

め
の
理
論
的
・
実
践
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
む
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
に
口
頭
試
験
が
あ
り
、
合
格
す

る
と
Ｄ
Ｐ
ｈ
ｉ
ｌ
（D

octor
of

Philosophy

）、
つ

ま
り
、
博
士
課
程
に
進
学
す
る
こ
と
に
な
る
。
更
に

一
年
、
博
士
課
程
を
含
め
る
と
合
計
四
年
間
に
わ
た

り
研
究
に
専
念
す
る
と
い
う
展
望
に
圧
倒
さ
れ
そ
う

な
時
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
今
挑
戦
し
な
け
れ
ば
、

同
じ
よ
う
な
機
会
は
二
度
と
訪
れ
な
い
か
も
し
れ
な

い
と
思
い
、
新
た
な
研
究
修
行
を
積
む
覚
悟
を
決
め
た
。

そ
う
し
て
、
文
部
科
学
省
長
期
海
外
留
学
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
二
年
目
に
、
Ｐ
Ｒ
Ｓ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参

加
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
。
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
学
生

の
出
身
分
野
は
、
政
治
、
経
済
、
医
学
、
言
語
学
な

ど
広
範
囲
に
わ
た
り
、
改
め
て
教
育
学
と
い
う
領
域

の
広
さ
と
深
さ
を
実
感
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
者

三
〇
人
の
う
ち
、
応
用
言
語
学
の
背
景
を
持
つ
学
生

は
四
人
と
ご
く
わ
ず
か
で
あ
っ
た
。
そ
の
せ
い
か
、

当
初
は
「
少
数
派
」
と
い
う
負
い
目
を
感
じ
て
し
ま

い
、
研
究
発
表
の
機
会
が
訪
れ
て
も
担
当
す
る
こ
と

を
避
け
て
い
た
。
必
須
授
業
で
は
主
に
、
社
会
科
学

分
野
で
用
い
ら
れ
る
様
々
な
研
究
方
法
や
倫
理
的
考

慮
に
つ
い
て
学
ん
だ
が
、
言
語
学
習
や
言
語
教
育
に

つ
い
て
の
話
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
極
め
て

少
な
か
っ
た
。
次
第
に
、
新
た
に
立
ち
上
げ
よ
う
と

し
て
い
た
自
ら
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
自
信
を

失
い
始
め
て
い
た
。

そ
ん
な
時
、
自
信
を
取
り
戻
す
き
っ
か
け
と
な
る

出
来
事
が
起
き
た
。
当
時
、
文
部
科
学
省
の
長
期
海

外
留
学
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
Ｐ
Ｒ
Ｓ
プ
ロ
グ
ラ
ム
終

了
時
で
満
期
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
つ
ま

り
Ｐ
Ｒ
Ｓ
終
了
後
の
博
士
課
程
で
は
新
た
な
奨
学
金

が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
佐
賀
大
学
を

通
し
て
、
日
本
学
生
支
援
機
構（
以
下
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
）

注

の
「
留
学
生
交
流
支
援
制
度
（
長
期
派
遣
）」
に
博

士
号
取
得
に
向
け
申
請
が
で
き
る
こ
と
を
知
っ
た
。

応
募
が
出
る
と
す
ぐ
に
申
請
し
た
。
そ
の
選
考
に
お

い
て
は
、書
面
と
口
頭
の
両
方
で
、新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
「
日
本
人
児
童
の
英
語
と
日
本
語
に
お
け
る
語

彙
発
達
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
」
の
内
容
と
重
要
性

に
つ
い
て
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
最
終
結
果
は
「
合
格
」

だ
っ
た
。
こ
の
結
果
に
よ
り
、
自
ら
の
研
究
へ
の
意

欲
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
、
自
信
を
取
り
戻
す
こ

と
が
で
き
た
。
私
の
研
究
は
、
革
命
的
な
こ
と
が
導

き
出
さ
れ
る
よ
う
な
分
野
の
研
究
で
は
な
い
か
も
し

れ
な
い
が
、
語
彙
能
力
は
、
児
童
の
読
み
書
き
能
力

や
読
解
力
に
深
い
関
係
が
あ
り
、
小
学
校
六
年
間
で

著
し
く
伸
び
る
言
語
力
の
極
め
て
重
要
な
一
要
素
で

あ
る
。
博
士
課
程
の
研
究
で
は
、
そ
の
要
素
を
、
第

一
言
語
習
得
、
第
二
言
語
習
得
、
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
発

達
の
観
点
か
ら
追
求
す
る
。

●
博
士
課
程
で
の
現
状
と
留
学
の
意
義

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
に
来
て
約
二
年
半
に
な
る
。

現
在
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
地
方
在
住
の
日
本
人
児
童

と
イ
ギ
リ
ス
人
児
童
を
対
象
に
、
語
彙
発
達
調
査
の

デ
ー
タ
収
集
を
行
っ
て
い
る
。
小
学
校
中
・
高
学
年

の
児
童
が
対
象
で
あ
り
、
調
査
の
た
め
の
テ
ス
ト
や

タ
ス
ク
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。
本
調
査
は
、
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
地
方
に
あ
る
日
本
語
補
習
校
や
現
地
の
公

立
小
学
校
の
先
生
方
、
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
教
育
に
熱
心

な
保
護
者
の
方
々
の
協
力
を
得
て
、
只
今
進
行
中
で

あ
る
。
私
一
人
で
は
決
し
て
実
行
で
き
な
い
研
究
で

あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
方
々
の
支
え
が
あ
る
こ
と
が
非

常
に
有
難
い
。
子
ど
も
達
も
長
時
間
の
セ
ッ
シ
ョ
ン

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最
後
ま
で
笑
顔
で
熱
心
に
テ
ス

ト
や
タ
ス
ク
活
動
に
取
組
ん
で
く
れ
る
。
そ
ん
な
子

ど
も
達
の
姿
勢
に
励
ま
さ
れ
、
前
向
き
に
調
査
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
ま
た
、
自
分
の
研
究
に

興
味
を
持
っ
て
く
れ
る
人
が
い
る
と
い
う
こ
と
は
大

き
な
自
信
に
も
な
っ
て
い
る
。
今
年
は
、
日
本
で
の

デ
ー
タ
収
集
も
予
定
し
て
い
る
。
協
力
し
て
く
れ
る

人
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と
、
自
ら
の
研
究
に
対
す

る
自
信
を
忘
れ
ず
に
、
博
士
号
取
得
に
向
け
、
一
層

努
力
し
て
い
き
た
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
様
々
な
苦
労
や
試
練
を
乗
り
越

え
て
今
の
自
分
、
そ
し
て
今
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

で
の
充
実
し
た
生
活
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
海
外

留
学
は
大
学
一
年
生
の
頃
か
ら
の
夢
で
あ
っ
た
が
、

自
費
で
は
無
理
だ
と
諦
め
か
け
て
い
た
。
そ
ん
な
時
、

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
の
奨
学
金
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
合
格
し

初
め
て
の
留
学
体
験
を
得
た
。
帰
国
後
、
学
位
の
た

め
の
再
留
学
は
叶
わ
な
い
夢
だ
と
思
っ
て
い
た
。
そ

れ
で
も
挑
戦
し
な
け
れ
ば
何
も
始
ま
ら
な
い
と
思
い
、

文
部
科
学
省
の
長
期
海
外
留
学
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

続
い
て
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
の
留
学
生
交
流
支
援
制
度
（
長

期
派
遣
）
に
応
募
し
た
。
私
の
可
能
性
を
信
じ
、
修

士
・
博
士
研
究
の
た
め
の
支
援
体
制
を
敷
い
て
い
た

だ
い
た
文
部
科
学
省
の
方
々
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
の
方
々
、

さ
ら
に
佐
賀
大
学
の
先
生
方
に
は
、
今
後
よ
り
良
い

研
究
成
果
を
発
表
し
て
い
く
こ
と
で
恩
返
し
を
し
て

い
き
た
い
。

将
来
留
学
を
考
え
て
い
る
人
た
ち
に
伝
え
た
い
こ

と
が
あ
る
。
あ
く
ま
で
私
個
人
の
経
験
に
基
づ
い
て

で
は
あ
る
が
、
留
学
に
は
、
準
備
段
階
に
お
い
て
も
、

開
始
後
に
お
い
て
も
、「
が
む
し
ゃ
ら
さ
」、
或
い
は
、

「
ハ
ン
グ
リ
ー
精
神
」
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

遡
っ
て
考
え
て
み
る
と
、
海
外
留
学
へ
の
支
援
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
大
き
な
要
因
は
、
や
は
り
、
学
部

と
大
学
院
で
の
Ｇ
Ｐ
Ａ
だ
っ
た
と
言
え
る
。（
実
際

に
応
募
要
項
で
は
、
あ
る
一
定
の
数
値
以
上
の
成
績

評
価
係
数
が
求
め
ら
れ
る
。）
私
は
、
大
学
二
年
生

の
頃
に
本
格
的
に
留
学
を
意
識
し
出
し
、
受
講
し
て

い
た
ど
の
授
業
に
お
い
て
も
「
優
」
以
上
の
成
績
を

目
指
し
た
。
講
義
の
先
生
方
に
良
い
成
績
を
以
っ
て
、

自
分
の
存
在
感
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
れ
ば
と
考
え
た
。

修
士
課
程
の
時
も
、
研
究
に
対
す
る
意
欲
と
研
究
成

果
を
少
し
で
も
高
く
評
価
し
て
も
ら
う
た
め
、
睡
眠

時
間
を
削
り
が
む
し
ゃ
ら
に
勉
強
し
た
。
学
生
間
の

競
争
も
激
し
く
、
非
常
に
大
き
な
精
神
的
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
や
苦
労
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
耐
え
ら
れ
る
だ

け
の
内
面
的
な
強
さ
が
あ
っ
て
こ
そ
、
充
実
し
た
留

学
生
活
が
得
ら
れ
る
の
だ
と
思
う
。
そ
し
て
、
繰
り

返
し
に
な
る
が
、
留
学
生
活
を
支
え
て
く
れ
る
人
々

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と
、
自
ら
の
取
組
へ
の
自
信
を

常
に
持
っ
て
留
学
生
活
を
送
る
こ
と
に
真
の
意
義
が

あ
る
と
思
う
。

【
編
集
部
・
注
】

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
留
学
生
交
流
支
援
制
度
（
長
期
派
遣
）
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
左
記
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

（http://w
w

w
.jasso.go.jp/scholarship/long_term

_h.htm
l

）
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